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三
田
學
會
雜
誌
笫
四
十
七
卷
第
九

t

十
號

か
、
窬
虫
地
主
の
展
開
か
と
い
ぅ
ォ
ル
タ
ネ
ー
テ
ィ
ヴ
に
お
い
て
寄
生
地 

主
制
を
考
え
る
考
え
方
が
克
服
さ
れ
た
こ
と
。

>

.

そ
の
ニ
は
寄
坐
地
主
：の
系
譜
を
近
世
初
頭
の
農
奴
主
的
手
作
地
主(

藤 

.

田
氏
の
.所
謂
初
期
本
百
姓)

の
解
體
よ
り
觀
る
從
來
の
劃一

的
シH

丨
マ
. 

(

衆
北
型
寄
生
地
主
制
の1
般
化〕

か
ら
脫
し
て
、

先
進
地
に
お
け
る
攝 

律
型
農
民
に
よ
る
地
域
的
類
型
を
確
立
し
た
こ
と
。
こ
こ
で
は
寄
生
地 

，
主
制
の
系
譜
は
舊
地
主
手
作
の
解
體
：か
ら
で
は
'な
く
商
品
生
産
に
も
と
づ 

.
V

中
農
層(

新
本
百
姓〕

の
發
展
の
分
解
か
ら
說
明
き
れ
.る
わ
け
で
あ
石
。
 

•
'こ
：の
.こ
と
は
明
治
維
新
.の
原
動
力 
> 
更
^
商
業
資
本
と
か
ら
み
あ
い
つ
つ 

國
家
撺
力
の
保
護
の
下
に
資
本
主
義
經
濟
に
.再
編
成
，さ
れ
、
.絕
對
主
義
の 

.
基
盤
と
し
.て
生
長
し
た
明
治
以
後
の
寄
生
地
主
制
の
理
解
疫
新
し
.
い
：視
角 

を
.提
供
す
る
も
の
と
考
え
.ら
れ
.
.る
。

.

.こ
の1

一.
.つ
.
の
點
で
本
#
は
戰
後
脚
光 

.を
浴
び
た
諸
問
題
の
'1

つ
、
'0
本
に
お
け
る
資
本
'の
本
源
的
蓄
猜
期
に
お 

.

け

る

農

^
■
造
の
分
析
の
一
つ
の
集
カ
.^
で
あ
り
、
夂
同
時
.に
藤
田
民
.の 

..

豪
農
論
と
並

ん
.で
以
後
の
研
究
の
重
要
な
出
發
點
を
杀
し
た
も
の
.と.

い
5: 

こ
と
が
.出
來
よ
ぅ
。
'
本
#'
は
個
別
硏
究
で
あ
り
な
•か
ら
從
來
の
.局
地
的
硏 

究
、
或
い
は
槪
括
的
總
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
寄
生
地
主
制
分
析
を
全
德
.川
. 

封
建
經
濟
の
メ
ヵ
：
ー1
'ズ
'
ム
と
.の
關
連
で
展
開
.し
だ
の
で
あ
る
。
ノ 

(

<

5
.ニ
九
0
茛
'

四
五
〇
圓
；
ナ
九
五
四
年
55
:
.月
ニ
〇
日
東
京
大
學
. 

出
版
會)

. 

(

平

野

.

絢

子

)

':
'
:

1

三

(

九
九
1
0

,

■'
'「

經
濟
發
展
、.
職
業
再
配
分
及
び
交
易
條
件

」

：

.

S. 

G. 

Triaatls, 

E
c
o
n
o

日ic 

progress'

 

Occupational 

Redistribution a
n
d

 Inte- 

s
a
t
i
o
n
a
l

H3
e
r
m
w

 of Trade, 

E
c
o
m
o
m
i
c

 

Journal, Sept. 1
9
s
,

:

本
論
文
は
、
經
濟
發
展
が
第
三
次
產
業
へ
の
勞
働
雇
用
度
の
相
對
的
割 

合
を
增
大
せ

'し
め
る
，と
い
う
旣
知
のI,

般
原
則
を
、
未
開
發
國
の
經
濟
發 

屣
把
適
用
す
る
際
のp, 

IP.

w
ta
§
^
w
.
 

s. 

Y
a

日e
y

の
疑
間
を
檢 

.討
し
、

か
つ
先
進
國
の
交
易
條
件
に
對
す
る
未
開
發
國
の
發
展
の
影
響
に 

つ
い
て
同
樣
：の
'論
者
の
見
解

.を
吟
味
す
る
も
の
で
あ
る

.
0 

.

P
.
I
V
Bauer., 

w
. 

S. Y
a
m
e
y

の
論
旨
は
、
主
.題
の
一
般
原
則
が 

後
逸
國
乃
至
.未
開
發
國
で
は
經
濟
發
凰
に
隨
俾
す
る

現

象

と

は

.
必
ら
ず
し 

も
い
い

難
い
と
い
う

こ
と
で
^

-つ
た
。

(

E
Q
o
w
o
B
s-
P
H
o
g
r
e
s
s 

a
n
d

Occupational Distribution, E
.

卜

1951
.)

論
者
は
ご
れ
に
對
し

て
：ま
ず
次
の
ニ
'つ
.の
點
.か
ら
吟
味
す
る
、
第I

は
國
民
產
出
高
中
の
第
三 

次
產
業
活
動
の
占
.め
る
割
合
の
變
化
、
.第
二
は
非
第
三
次
產
業
と
第
三
次 

產
業
と
.比
較
し
た
.際
の
、
第
三
次
產
業
の
實
質
產
出
高
一
単
位
に
使
用
さ 

れ
.る
勞
働
量
の
相
對
‘的變化。

へ
；

：

.

.前
者
に
つ
ぃ
て
、
_論
者
は
第

3
.次
產
業
を
次
の
.三
づ
.の
種
類
に
大
別
す 

る
。.
N
消
費
者
に
直
接
牆
買
.さ
れ
る
用
役
を
生
產
す
る
.も
の

〔

敎
育

•
リ
. 

ク
レ

I
V
ョ
'
ソ
•

娛
樂
w
(b
)
商
品
移
動
の
便
を
提
供
す
る

も

の

〔

交
通
*' 

'金
融

•ブ
J ロ

，！
.力
ー〕

(0
)

公
.共
用
役
..

〔

社
會
福
贼
，
厚
生〕

-の
う
ち
⑶

.に
'
つい
て
ゅ
消
費
支
出
の

'硏
究
か
ら
、
經
濟
發
展
が
國
民
產
出
高
中
の
そ 

の
割
合
の
增
大
を
伴
う

.こ
と
を
立
證
し
得
る
。

か
く
し
て
彼
は
各
所
得
群 

に
と
っ
て
こ
.れ
ら
の
.商
品
.に
對
す
る
限
界
消
費
性
向
が
平
为
涫
費
性
向
ょ

り
大

.で
あ

'̂
と

い

う

點

か

ら

、「

.も

し
.も
國
民
所
得
の
增
加
分
を
■受
取
る 

所

得

層

.

.
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
商
品

の
限
界
消
費
性
向
よ
り

も
高
け
れ
ば
、
 

結
筒
國
民
所
得
の
增

加
は
國
民
の
平
均
消
費
性
向
を
增
加
せ
し
め
る

」

と 

み
な
す
。

，

(

六
ニ
九
頁)

g

に
っ
い
て
.

は
產
業
の
镌
張
は
分
業
交
換
の
發 

M-
に
よ
る
か
ら

第

.

1

こ

一

次
產
業
よ

.り
も
大
と
な
る
こ
と
は
必

..
然
で
、
ま

. 

た
(0
)
,
に
關
し
て
は
經
濟
發
展
は
通
常
政
府
活
動
の
相
對
的
重
要
性
の
增
加 

を

招
來
す
る
か
ら

自
明

9
.理
と
な
る
。

,

•
か
く
し
て
間
題
.は
後
者
に
あ
る
。
，卽
ち
，
經
濟
發
展
は
勞
働
に
對
す
る
. 

資
本
の
代
替
を
含
む
技
術
•
經

濟•

制
度
上
'の
變
化
を
通
じ
各
種
の
鹿
業 

の
努
働
生
產
性
を
增
加
也
し
め
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
0
從
：っ
て
過 

去
に
ぉ
い

て
第
二
次
產
業
の
方
が
第
ゴ
ー
次
產
業
よ
リ

も
勞
働
生
產
性
が
急 

速
に
增
大
し
た
の
で
あ
る
、

パ
ゥ
ェ
ル
'等
の
見
解
は
こ
れ
か
ら
し
て
.第
三
. 

.次
產
藥
へ
，の
使
用
資
源
割
合
の
增
大
は
こ
.の
.產
業
の
系
列
が
右
の
如
き
代 

替
の
缺
除
の
場
合
め
み
い
.い
得
る
と
い
う
■に
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
實
際
上 

代
替
が
可
能
で
.あ
り
、
こ

の
よ
う
な
條
件
な
く
し
て
も
第
3
次
糜
業
部
門 

'の
右
の
割
合
の
增
加
が
主
張
さ

：れ
得
る
.と
な
す
。
.ま
た
m
_

國

に

お

け

る
 

第
三
次
庳
業
の
重
要
性
に
.關
し
賀
易
及
び
國
內
.サ
ー
ヴ
ィ
'ス
が
龊
調
さ
れ 

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
消
費
の
.

x

ター

ン
、：

國
內
サ
ー
ヴ
ィ
ス
商
品
化
の 

程
度
、
支
出
.可
能
所
得
額
、
.
' 所
得
分
配
の
態
檬
に
侬
存
し
、
詳
細
に
檢
討 

.す
：̂

ば
そ
の
割
合
は
案
外
小
で
あ
っ
て
、
.先
進
國
の
狀
態
と
比
較
す
れ 

ば
、

パ
ゥ
エ
ル
等
の
示
す
特
殊
な
結
果
を
そ

こ

に
見
出
し
得
ぬ
と
い
う
。

C：

六
三11

頁)

'

.

.

論
旨
は
更
に
未
開
發
國
の
鏈
濟
發
展
の
過
程
に
進
む
。
；不
便
な
か
か
.る 

'
諸
國
の
家
計
調
寄
か
ら
笫
三
次
產
業
ハ
の
㈣

に
對
す
を
需
要
の
所
得
弾
カ
性 

を
導
く
と
、
.そ
れ
ば
ほ
ぼ
一
.

よ
；り

大
で
あ
る

0
(b
)

(o

)

に

關
し
て
は
.

經
濟
發 

M

が
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
對
す
る
需
袈
の
相
對
的
增
加
を
も
た
ら 

す
こ
と
が
豫
想
し
得
る
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ゥ
エ
ル
等
は
た
と
へ
個
人
の
需 

袈
の
所
得
彈
カ
性
が
一
よ
り
犬
で
あ
っ
て
も
、
第
三
次
產
業
品
に
對
す
る

■書
評
.及
び
紹
介

 

.

平
均
消
費
性
向
が
國
民
平
均
消
費
性
向
ょ
り
小
な
る

低
所
得
ダ
ル
ー
プ
に 

國
民
所
得
の

^
加
分
が
配
分
さ
れ
れ
ば
、
結
局
當
該
者
に
對
す
る

平
均
消 

費
性
向
る
減
ず
る
と
い
ぅ
。
卽
ち
、.
未
開
發
國
の
場
合
に
は
經
濟
發
展
が 

'第
'三
次
產
業Y

も
っ
ー
舷
时
効
果
の
廪
則
は
適
用
ル
難
い
も
の
と
考
え
る 

の
で
あ
る
0.

し
.か
し

所
得
の
分
配
を
考
え
る
と
、
ア

ジ

ア

•
中

東

の
農
鑛 

業
國
で
は
人
口
の

■大
部
分

.が
所
#.
梯
子
.の
底
の
方
に
密
集
し

て

お
り
、
そ 

の
寓
味
で
人
口
の
大
部
分
の
所
得
水
準
は
國
民
平
均
に
近
い
。

(

六
三
四 

直)

從
づ
て

こ
の
べ
ゥ
.H

ル
I等
の
立
場
は
妥
當
し

な

い
。
.

こ

ぅ

沐

論
着
は 

反
撥
を
加
え

.る
。

更
に

.同1

の
：論
據
か
ら
す
る
次
の
交
易
條
件
論

.に
も
批
判
を
述
べ
て
い 

る
。
.卽
ち
、

「

%'
■
■し
世
界
所
得
の
%
加
の
大
部
分
が
ぜ
い
た
く
品
の
支
出 

割
合
の
小
な
る
一(

世
界
の
^
均
ょ
り
も)

國
に
與
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば

、
- 

.

當
，該
品
に
對
す

.る
需
要
は
相
對
的

.に
低
下
し
、
結
局
、
交
易
條
件
は
必
要 

品
產
出

®
に
有
利
化
し
、
ぜ
い
た
く
品
產
出
國

.

(

工
業
國)

に
不
利
化
す 

る」

と
い
，ぅ
が
、

こ
れ
は
甚
し
く
檢
討
を
耍
す
る
問
題
で
あ
つ
て
、
人
ロ 

の
增
加
並
に
そ
れ
と
國
民
所
得
の
增
加
の
相
對
的
關
係
、
：ぜ
い
た
ぐ
品
の 

供
給
量

.を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
.：と
い
ぅ
の
は
、
貧
乏
毆
の
國
民
所 

得
の
增
加
は
外
國
の
ぜ

.い

.た
く
品
へ
の
®
^
を
增
加
せ
し
め
る
傾
向
を
も 

つ

も

.©

.で
あ
り
、
'他
方
も
し
人
ロ
の
增
加
が

.著
し
け
れ

.ば
、

I

人
當
り
の 

/

所
得
及
，び
當
該
品
の
平
均
消
費
性
向
は
低
下
し
て
需
要
の
低
減
を
み
る
こ 

_.:..

と
も
'あ
る
か

£>
'
.で
あ
る

0
.
.
か
く
し
て
、
.も
し
.貧
乏
國
の
人
口
の

%
加
が
.な 

.

.く
、
彼

¥
の
.國
民
所
得
が
人
ロ
ょ
り
も
す
み
や
か
に
增
加
す
る
な
ら
ば
、
 

交
易
條
伟
は
先
進
國
に
有
利
と
な
る
可
能
性

.を
も
つ
、
む
し

ろ

、

先
進
國 

の
.交
易
條
件
の
不
利
化
は
：こ
の
需
要
面
ょ
り

も
、
そ
れ
に
比
較
し
て
の
所 

.謂
相
對
的
供
給
過
剩
に
あ
：る
と
。

(

六
ヨ
六

1
七
頁)

し
か
し
こ
の
交
易 

條
件
に
關
す
る
檢
討
の
部
分
は
こ
こ
で
は
極
く
腿

ら

れ
た
簕
圍
內
で
意
味 

を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

:

(

白

石

S

r

s

r,:(

九
九
兰

)

.

.


